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防災－73

授 業 の 流 れ� 指 導 ポ イ ン ト �

　過去の水害の情報だけでなく、かつて地
域で根付いていた水害に対する知恵や文化
などを水害体験者の方にお話しいただくこ
とが大切です。�
　過去の水害写真を使用することで、実際
のイメージをさせることも必要です。�

30
分�

15
分�

 １　水害体験者やNPOの方の話を聞こう�
　過去の水害写真を用いて、水害の話をして
いただき、地域に伝わる水害に関する知恵や
河川への取組活動を紹介してもらいましょう。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 ２　学習のまとめ�
　これまでに実施してきた取組みをおさらい
します。�
�

－水害体験者の話を聞こう－24 －水害体験者の話を聞こう－�

学習のねらい�

連携機関・ネットワーク�

　過去の水害を体験者の方から聞くことで、水害が身近な災害を認識させる。�
　水害に対する知恵を学び、水害に備える意識を高める。�

☆　滋賀県流域政策局流域治水政策室　　　☆　水害体験者・NPO�
☆　滋賀県各土木事務所�
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防
　
災
　
編�

ひと工夫�
●　３の危険箇所調査は、防災15の「通学路のぼうさい探検隊」の経験を活用しましょう。�

役 立 つ も の�

学習に役立つもの�

家庭への持ち帰り�
●　学習した感想を家族に持ち帰り、保護
者からのコメントをもらいましょう。�

参考資料�
●　「自然体験活動　安全管理マニュアル作
成の手引き」（滋賀県教育委員会発行）�

備　　　考�

～避難行動とその心得～�

R-DIGって何？�
　DIGとは、災害（Disaster）、想像力（Imagination）、ゲーム（Game）の頭文字を取って
名付けられた災害図上訓練で、河川（River）バージョンを滋賀県ではR-DIGと呼んでいます。地
図上に、被害想定や危険箇所などを記入して、地域の防災対策を考える住民参加型の研修です。�

避 難 行 動 � 避 難 の 心 得 �

予備知識�

□　台風や集中豪雨に関する警報が発表さ
れた場合、むやみに外出せず、河川やが
けなど危険な場所に近づいてはいけません。�
□　避難勧告や避難指示がなくても、浸水
後の避難は危険ですので、早めの自主避
難が大切です。�

□　長く降り続く大雨時には、テレビやラ
ジオからの災害情報に注意が必要です。�
□　いつもと様子が違うと感じたら、早め
の避難が大切です。�
□　がけや河川の近くに住んでいる人は、
早めに避難してください。�
□　万が一、家の周りが浸水して避難所ま
で行けない場合は、付近の丈夫な３階以
上の建物に避難してください。�

「１　自然観察用」�

※　グループ分必要�

�

「３　通学路危険箇所調査用」�

※　グループ分必要�

※　測量用ポールは貸出可�

�

�

「４　R-DIG・ハザードマップの作成」�

※　グループ分必要�

調査用タモ網�

バケツ�

自然観察の手引き�

バインダー（画板）�

測量用ポール（グループ数×２必要）�

簡易ホワイトボードまたはA３の紙�

地図�

デジタルカメラ（記録用）�

白地図�

タックタイトル�

付箋�
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授 業 の 流 れ� 指 導 ポ イ ン ト �

 １　概論�
　「砂防」とは何か。�
　最近の災害事例や土砂災害の種類等につい
て説明しましょう。�
�

 ２　土砂災害映像の視聴�
　「土砂動態」を視聴しながら、それぞれの土
砂災害の挙動や特徴について説明しましょう。�
�

 ３　対策工法の説明�
　土砂災害を防ぐ工事の説明しましょう。�
　これらの砂防施設等がどのようにして土砂
災害を防ぐのか、模型を用いながらそのメカ
ニズムを説明しましょう。�
�

 ４　付近の危険箇所の説明�
　学区内に土砂災害危険箇所がどこにどれく
らいの範囲で有るか、ハザードマップなどを
用いて説明しましょう。�
　自宅や学校の周りの危険箇所を確認しても
らうとともに、避難所までの経路上に注意を
要する点について考えましょう。�
�

 ５　いざという時の対応の仕方�
　土砂災害の兆候や雨量の目安などを説明し、
いざというときの対応を学びましょう。�
　テレビやインターネットなどでの情報収集
の仕方を学びましょう。�
�

�
　身近な物に例えたり、被災写真を見て、
土砂災害のエネルギーの規模を認識させま
しょう。�
�
�
　土石流・地すべり・がけ崩れそれぞれの
映像を見比べ、違いを教えましょう。�
�
�
　砂防施設の効果がわかるよう、砂防施設
がある場合とない場合を試行する。 

５
分�

10
分�

10
分�

10
分�

10
分�

�

模型実験の様子�

－砂防出前講座－25
学習のねらい�

連携機関・ネットワーク�

　土砂災害が発生する仕組みやその挙動を映像等で見せ、その対策工法について学ぶほか、
普段からの心構えや、いざというときの対応方法について学ぶ。�

☆　滋賀県土木交通部砂防課�
☆　滋賀県各土木事務所�

－砂防出前講座－�
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役 立 つ も の�

学習に役立つもの�
備　　　考�

●　集中豪雨回数の増加と土砂災害発生頻度の関係�
　短時間強雨（時間雨量50㎜以上）の発生回数はここ30年間で増加傾向にありますが、土砂災害
の発生件数も同じように増加しています。このまま気候変動の激化が続けば、さらなる土砂災害
の発生頻度の増加、発生時期の変化、発生規模の増大が予想されるでしょう。

　（参考：『水災害分野における地球温暖化に伴う気候変化への適応策のあり方について（答申）』
　　　　　　社会資本整備審議会（2008））
　　　　　　http://www.mlit.go.jp/report/press/river03_hh_000050.html�

家庭への持ち帰り�
●　校区内の土砂災害危険箇所の分布や避難所の位置を把握したうえで、大雨が降ったときにどの
ように行動すればよいか、保護者の方と話してみるよう指導して下さい。�

ひと工夫�
●　開催する学校の周辺に砂防施設がある場合は、直接現場を見学してもよいでしょう。（要調整

参考資料�
●　土砂災害ハザードマップ�

予備知識�

ノートPC�

プロジェクター�

スクリーン�

災害映像DVD「土砂動態」�

土石流実験模型�

�

�

�

貸出可�

貸出可�
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参考：平成23年版消防白書　http://www.fdma.go.jp/html/hakusho/h23/h23/index.html

１　東日本大震災�
　平成23年３月11日（金）14時46分、マグニチュ
ード9.0という我が国の観測史上最大規模の地震が
三陸沖で発生しました。この地震により宮城県栗
原市で最大震度７を記録したほか、宮城県、福島県、
茨城県および栃木県で震度６強など、広い範囲で
強い揺れを観測したところです。気象庁はこの地
震を「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」
と命名し、さらに政府はこの地震による災害を「東
日本大震災」と呼称しました。
　今回の地震は海溝型で、津波の規模も非常に大
きく、今回の震災による被害は津波に起因するも
のが大半でした。死者16,079名、行方不明者3,499

名という甚大な人的被害が発生したほか、全壊約
12万棟、半壊約19万棟となる住家被害も生じてい
ます。（数字はいずれも平成23年11月11日時点）�

２　緊急消防援助隊
　緊急消防援助隊とは、被災地の消防本部だけでは対応困難な大規模災害等に対して、被
災地の都道府県知事または消防庁長官からの要請に基づき出動する消防の相互応援体制や
その活動隊をいい、阪神・淡路大震災を契機として創設された制度です。
　東日本大震災では、発災当日に消防庁長官から滋賀県隊に出動要請がありました。滋賀
県隊は、４月１日までの延べ22日間にわたり、強い余震が頻繁に発生し、降雪といった天
候不良、加えて山積するがれきが行く手を遮るなどの困難な環境の中、行方不明者の救助
活動、傷病者の救急搬送などに従事しました。また、主な被災地３県を除く全国44の都道
府県からも部隊が出動し、その規模は総人員30,463人（8,920隊）にのぼりました。これら
の活動部隊は、地元消防本部等と連携したことにより、5,064人を救助することができまし
た（人数は平成23年６月30日時点）。　

救助活動の模様（滋賀県隊）�

気象庁ホームページから引用�
http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/2011_03_11_tohoku/index.html�

�

震度分布図�

滋賀県隊名神高速道路伊吹ＰＡ集結�
（３月11日　写真提供：大津市消防局）�

消防庁のHP
に支援内容の
詳細が掲載さ
れています。�

東日本大震災を振り返る�コラム�

消防�の巻�














